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ラ
劇
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側
諸
議
音
楽
の
楽
し
さ
を
知
る

紫
波
町
立
彦
部
小
学
校
一
露
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児
童
は
オ
ペ
ラ
歌
手
一
l
ジ
に
上
が
る
。
ね
じ
仕

(
外
山
敏
校
長
、
児
童
昭
一
の
発
す
る
マ
イ
ク
を
遇
さ
一
掛
け
の
人
形
オ
ペ
レ
ッ
タ

人
)
で
お
目
、
子
ど
も
た
一
な
い
肉
声
や
、
楽
器
紹
介
一
が
歌
う
設
定
の
ア
リ
ア
は

ち
に
音
楽
の
面
白
さ
を
ほ
一
で
披
露
さ
れ
た
ド
ラ
ム
ア
一
曲
中
何
度
と
な
く
ね
じ
が

え
る
楽
団
、
エ
デ
ィ
!
ト
一
ド
リ
ブ
の
迫
力
に
圧
倒
。
一
切
れ
、
演
奏
が
止
ま
っ
て

l
ン
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
コ
一
特
別
ゲ
ス
ト
の
パ
ス
歌
一
し
ま
う
。
立
候
補
し
た
児

印
一
ン
サ
1
ト
「
オ
ペ
ラ
劇
場
一
手
、
渡
部
智
也
さ
ん
が
モ
一
童
は
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
ね
じ

耀
一
・
お
も
し
ろ
作
曲
家
」
が
一
1
ツ
ア
ル
ト
や
滝
廉
太
郎
一
を
巻
く
係
と
し
て
出
演
o

q
一
開
催
さ
れ
た
。
野
村
胡
堂
一
な
ど
に
ふ
ん
し
て
行
一
つ
司
一
笑
顔
で
ね
じ
を
巻
き
大
役

で
あ
ら
え
び
す
記
念
館
協
一
会
も
軽
妙
で
、
児
童
た
ち
一
を
果
た
レ
た
。

日
一
力
会
主
催
。
児
童
と
地
域
一
は
オ
ペ
ラ
の
歴
史
や
発
展
一
同
校
児
童
会
長
の
野
村

乞
一
住
民
あ
わ
せ
て
1
0
0
人
一
の
経
緯
な
ど
に
聞
き
入
っ
一
裕
美
さ
ん
(
U
)
は
「
オ
ペ

問
一
ほ
ど
は
、
間
近
で
演
じ
ら
一
て
い
た
。
一
ラ
を
聴
く
機
ム
窓
な
く
、

i
一
れ
る
オ
ペ
ラ
と
ト
ー
ク
を
一
オ
ペ
ラ
「
ホ
フ
マ
ン
物
一
声
が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に

冊
一
楽
し
ん
だ
。
一
語
」
か
ら
披
露
さ
れ
た
オ
一
響
い
で
い
で
び
っ
く
心
し

口
一
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
ア
ン
一
リ
ン
ピ
ア
の
ア
リ
ア
で
一
た
。
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い

¦
也
コ
ユ
会
め
菌
室
長
、
児
童
が
実
際
に
ス
テ
一
る
の
で
、
演
奏
し
た
人
を

つ音君たり超
てが(。たえ
みか 12 6 いら
たつ)年」れ
いこは生とる
とよ「の感よ
思くド佐想う
ワてラ藤をに
た、ム史話頑
。やの英し張

表 語いいい
でエつないつ
ソヂたと職か
プイ。思業は
ラ l つにあ
ノト た就ん
歌 1 L-けな
手ン とれか

接的照明聞のの 夢ばっ
動かなくなったオペレッタのねじを巻く児童 土代 をいこ

寸とさのユらもはじ l で反は井
話を気ニも大元てシ、応演尻
し伝持ケ音き気いョこが奏明
てえち!楽かいるンれ返す子
いてをシをつつ，。のもつるさ
るいわヨ通たば子ーコてだん
。けかンじ。いどつミくけは
たる、てこでもだユるで「
ら大相コれ反たとニもな音
」切手ミか応ち感ケのく楽


